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津波と津波源によって引き起こされる電離圏擾乱の数値シミュレーション
Numerical simulations of ionospheric disturbances induced by tsunami and tsunami source
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過去の観測、理論および数値計算から、津波は大気重力波を励起し電離圏擾乱を引き起こすことが知られている。大津
波やその波源の海面変動に対する電離圏の応答を調べることは、大気圏と電離圏の上下結合過程を理解する上で、また、
電離圏観測を津波の早期警報に応用する上で有用である。2011年の東北沖地震後に日本の地上GPS受信機網により観測
された電離圏の TEC（全電子数）には、津波とほぼ同じ位相速度 (220-290m/s)を持った伝播性の変動が見られた。この
事例については、津波とその波源が近接していたため、その両者が大気重力波および TEC変動の生成源となっていた可
能性がある。両者の寄与は切り分けてそれぞれに対する電離圏の応答を理解する必要がある。本研究では、２次元の津
波、３次元の非静力学圧縮性大気、３次元の電離圏を結合させたモデルを開発し、津波および「津波源」のそれぞれに
対する TEC変動の応答を調べた。シミュレーションの結果、「津波源」が作り出した 220-290m/sの TEC変動の振幅は、
津波そのものが作り出した変動の振幅と同程度であることが明らかになった。TECにはこの他に、位相速度 420-780m/s
の伝播性の変動および震央付近に局在する４分周期の変動も観測、シミュレーションともに見られた。これらの変動は
ほぼ「津波源」のみによって生成されたものであった。TEC変動の振幅と津波の振幅の関係は、TEC変動の振幅と「津
波源」と振幅の関係から間接的に導出できる可能性がある。
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